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(57)【要約】
【課題】本発明は、ガイドワイヤの柔軟性と曲げ強度の 
向上を図ることを目的とする。
【解決手段】コアシャフトを有するガイドワイヤであっ 
て、コアシャフトは、芯線と、芯線の外周を覆う外層と 
、を備え、コアシャフトの先端部に、コアシャフトの径 
方向内側に向かって窪む凹部が形成されている。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ア シ ャ フ ト を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 コ ア シ ャ フ ト は 、
　 　 芯 線 と 、 前 記 芯 線 の 外 周 を 覆 う 外 層 と 、 を 備 え 、
　 　 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 に 、 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 む 凹 部 が  
形 成 さ れ て い る 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 凹 部 は 、 前 記 外 層 を 貫 通 し て い る 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 に は 、 複 数 の 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 の 外 周 を 、 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 っ た 第 １ の 方 向 か  
ら 見 た と き の 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 外 周 に 対 す る 前 記 凹 部 の 割 合 と 、 前 記 第 １ の 方 向 と 直 交  
し 、 か つ 、 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 っ た 第 ２ の 方 向 か ら 見 た と き の 前 記 コ ア シ ャ フ  
ト の 外 周 に 対 す る 前 記 凹 部 の 割 合 と が 異 な っ て い る 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 コ ア シ ャ フ ト は 、
　 　 軸 方 向 に お い て 外 径 が 略 一 定 の ス ト レ ー ト 部 と 、
　 　 前 記 ス ト レ ー ト 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ 、 外 径 が 前 記 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 側 に 向 か っ て  
小 さ く な る テ ー パ 部 と 、 を 備 え 、
　 　 前 記 ス ト レ ー ト 部 に 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 コ ア シ ャ フ ト は 、 前 記 ス ト レ ー ト 部 の ほ か 、 前 記 テ ー パ 部 に 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て  
い る 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 血 管 や 消 化 器 官 に 挿 入 さ れ て 、 人 体 の 治 療 や 診 断 に 用 い ら れ る ガ イ ド ワ イ ヤ  
が 知 ら れ て い る 。 特 許 文 献 １ に は 、 金 属 芯 と 被 覆 材 を 備 え た ガ イ ド ワ イ ヤ が 記 載 さ れ て い  
る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 先 端 部 に 螺 旋 状 の 溝 を 備 え た ガ イ ド ワ イ ヤ が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ４ ６ １ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ７ ０ ９ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ガ イ ド ワ イ ヤ に は 、 湾 曲 す る 血 管 内 を 進 行 す る た め の 柔 軟 性 が 求 め ら れ る 一 方 で 、 曲 げ  
破 壊 に 対 し て の 強 度 （ 曲 げ 強 度 ） が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 の 少 な く と も 一 部 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 以 下 の  
形 態 と し て 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ １ ） 本 発 明 の 一 形 態 は 、 コ ア シ ャ フ ト を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、 コ ア シ ャ フ ト  
は 、 芯 線 と 、 芯 線 の 外 周 を 覆 う 外 層 と 、 を 備 え 、 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 に 、 コ ア シ ャ フ ト  
の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 む 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が 外 層 を 備 え 、 さ ら に 外 層 に 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ  
と に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ２ ） 上 記 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 凹 部 は 、 外 層 を 貫 通 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 凹 部 が 外 層 を 貫 通 す る こ と に よ り 、 よ り ガ イ ド ワ イ ヤ の 柔 軟 性 の 向  
上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ３ ） 上 記 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 に は 、 複 数 の 凹 部 が 形  
成 さ れ て お り 、 コ ア シ ャ フ ト の 先 端 部 の 外 周 を 、 コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 っ た 第 １ の 方  
向 か ら 見 た と き の コ ア シ ャ フ ト の 外 周 に 対 す る 凹 部 の 割 合 と 、 第 １ の 方 向 と 直 交 し 、 か つ  
、 コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 っ た 第 ２ の 方 向 か ら 見 た と き の コ ア シ ャ フ ト の 外 周 に 対 す る  
凹 部 の 割 合 と が 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ の 方 向 か ら 見 た と き の コ ア シ ャ フ ト の 外 周 に 対 す る 凹 部 の 割 合  
と 、 第 ２ の 方 向 か ら 見 た と き の コ ア シ ャ フ ト の 外 周 に 対 す る 凹 部 の 割 合 が 異 な る こ と で 、  
コ ア シ ャ フ ト が 曲 が り や す い 方 向 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ４ ） 上 記 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト は 、 軸 方 向 に お い て 外 径 が 略 一  
定 の ス ト レ ー ト 部 と 、 ス ト レ ー ト 部 の 基 端 側 に 設 け ら れ 、 外 径 が コ ア シ ャ フ ト の 先 端 側 に  
向 か っ て 小 さ く な る テ ー パ 部 と 、 を 備 え 、 ス ト レ ー ト 部 に 凹 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ス ト レ ー ト 部 に 凹 部 が 設 け ら れ る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 の  
柔 軟 性 を よ り 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ５ ） 上 記 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト は 、 ス ト レ ー ト 部 の ほ か 、 テ ー  
パ 部 に 凹 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 テ ー パ 部 に 凹 部 が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端  
部 の 柔 軟 性 を よ り 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 種 々 の 態 様 で 実 現 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 製  
造 方 法 、 カ テ ー テ ル 、 カ テ ー テ ル の 製 造 方 法 、 内 視 鏡 、 ダ イ レ ー タ 、 な ど の 形 態 で 実 現 す  
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 芯 線 と 外 層 の 斜 視 図 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 芯 線 と 外 層 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 第 １ 方 向 か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ の 第 ２ 方 向 か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 芯 線 と 外 層 の 横 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ３ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 芯 線 と 外 層 の 横 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ５ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ６ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 芯 線 と 外 層 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。  
図 １ か ら 図 ７ を 用 い て ガ イ ド ワ イ ヤ １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ７ で 示 さ れ て い る ガ  
イ ド ワ イ ヤ １ の 各 構 成 部 材 の 大 き さ は 例 示 で あ り 、 実 際 と は 異 な る 尺 度 で 表 さ れ て い る 場  
合 が あ る 。 以 下 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 各 構 成 部 材 の 、 先 端 側 に 位 置 す る 端 部 を 「 先 端 」  
と 記 載 し 、 「 先 端 」 を 含 み 先 端 か ら 後 端 側 に 向 か っ て 中 途 ま で 延 び る 部 位 を 「 先 端 部 」 と  
記 載 す る 。 同 様 に 、 各 構 成 部 材 の 、 後 端 側 に 位 置 す る 端 部 を 「 後 端 」 と 記 載 し 、 「 後 端 」  
を 含 み 後 端 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 中 途 ま で 延 び る 部 位 を 「 後 端 部 」 と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 血 管 や 消 化 器 に 挿 入 さ れ て 、 主 に カ テ ー テ ル な ど の 他 の 医 療 機 器 を  
体 内 に 挿 入 す る た め に 用 い ら れ る 医 療 機 器 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ と 、 コ イ ル ５ ０ と 、 固 定 部 ６ １ と 、 固 定 部 ６ ２ と  
、 を 備 え て い る 。 コ ア シ ャ フ ト １ ０ は 、 芯 線 ２ ０ と 、 外 層 ３ ０ と 、 を 有 し て い る 。 外 層 ３  
０ は 、 芯 線 ２ ０ の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 む 凹 部 ４ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 芯 線 ２ ０ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 長 手 方 向 に 延 び る 線 材 で あ る 。 芯 線 ２ ０ は 、 外 層 ３ ０ の  
内 側 に 設 け ら れ て お り 、 外 層 ３ ０ の 先 端 か ら 後 端 の 間 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 芯 線 ２ ０ の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ２ 、 Ｓ Ｕ Ｓ  
３ ０ ４ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 等 ） 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 等 の 超 弾 性 合 金 、 ピ ア ノ 線 、 ニ ッ ケ ル － ク ロ  
ム 系 合 金 、 コ バ ル ト 合 金 、 白 金 、 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン タ ル 等 を 用 い る こ と が で き る 。  
芯 線 ２ ０ の 材 料 に は 、 タ ン タ ル を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 外 層 ３ ０ は 、 芯 線 ２ ０ の 外 周 を 覆 う 筒 形 状 の 部 材 で あ る 。 外 層 ３ ０ の 外 径 は 、 外 層 ３ ０  
の 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 徐 々 に 小 さ く な っ て い る 。 外 層 ３ ０ に は 、 先 端 側 に 、 外 径  
が 外 層 ３ ０ の 軸 方 向 に お い て 略 一 定 で あ る ス ト レ ー ト 部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 外 層 ３ ０  
に は 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ よ り も 後 端 側 に 、 外 径 が 外 層 ３ ０ の 先 端 側 に 向 か っ て 小 さ く な る  
テ ー パ 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ス ト レ ー ト 部 ３ １ の 後 端 と テ ー パ 部 ３ ２ の 先 端 は 接 続 さ  
れ て い る 。 ス ト レ ー ト 部 ３ １ お よ び テ ー パ 部 ３ ２ は 、 芯 線 ２ ０ の 先 端 部 の 外 周 を 覆 っ て い  
る 。 ス ト レ ー ト 部 ３ １ に は 、 外 層 ３ ０ の 径 方 向 内 側 に 向 か っ て 窪 む 凹 部 ４ ０ が 設 け ら れ て  
い る 。 凹 部 ４ ０ は 、 外 層 ３ ０ の 周 方 向 に 沿 っ て 延 伸 し た 溝 形 状 を 有 し て お り 、 外 層 ３ ０ の  
長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 凹 部 ４ ０ が 略 等 間 隔 に 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ４ ０ は 、 外 層  
３ ０ の 外 周 ３ ３ の 周 方 向 に お け る 一 方 の 側 （ 第 １ 領 域 Ｓ １ ） と 他 方 の 側 （ 第 ２ 領 域 Ｓ ２ ）  
に そ れ ぞ れ 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の 周 方 向 に お け る 一 方 の 側 に 略 等  
間 隔 に 並 ん で い る 凹 部 ４ ０ を 「 凹 部 ４ １ 」 と も 呼 び 、 他 方 の 側 に 略 等 間 隔 に 並 ん で い る 凹  
部 ４ ０ を 「 凹 部 ４ ２ 」 と も 呼 ぶ 。 コ ア シ ャ フ ト １ ０ は 、 外 層 ３ ０ に よ っ て 曲 げ 強 度 が 向 上  
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さ れ る 一 方 で 、 外 層 ３ ０ に 凹 部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 柔 軟 性 の 向 上 が 図 ら れ  
て い る 。 凹 部 ４ ０ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 層 ３ ０ の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ２ 、 Ｓ Ｕ Ｓ  
３ ０ ４ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 等 ） 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 等 の 超 弾 性 合 金 、 ピ ア ノ 線 、 ニ ッ ケ ル － ク ロ  
ム 系 合 金 、 コ バ ル ト 合 金 、 白 金 、 金 、 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン タ ル 等 を 用 い る こ と が で き る 。  
外 層 ３ ０ の 材 料 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 凹 部 ４ ０ は 、 外 層 ３ ０ の 内 側 に 芯 線 ２ ０ を 配 置 し た 部 材 を 、 部 材 の 長 軸 を 中 心 に 回 転 さ  
せ な が ら 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ に レ ー ザ ー を 照 射 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。  
凹 部 ４ ０ を レ ー ザ ー に よ り 形 成 す る 場 合 は 、 芯 線 ２ ０ の 融 点 が 外 層 ３ ０ の 融 点 よ り も 高 い  
方 が 好 ま し い 。 ま た 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ は 、 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ が 圧 延 等 に よ り 接 合 さ れ  
た 、 い わ ゆ る ク ラ ッ ド 材 と し て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ イ ル ５ ０ は 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 螺 旋 状 に 巻 か れ た 素 線 に よ り 形 成  
さ れ た 部 材 で あ る 。 コ イ ル ５ ０ は 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の 先 端 側 の 一 部 を 覆 っ て い る 。 コ  
イ ル ５ ０ の 先 端 部 は 、 固 定 部 ６ １ に よ り 芯 線 ２ ０ お よ び 外 層 ３ ０ の 先 端 部 に 接 続 さ れ て い  
る 。 コ イ ル ５ ０ の 後 端 部 は 、 固 定 部 ６ ２ に よ り 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 凹 部 ４ ０ の 詳 細 ＞
　 図 ２ は 、 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ の 斜 視 図 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 上 述 の よ う に 、 凹 部 ４  
０ は 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 形 成 さ れ て お り 、 各 凹 部 ４ ０ は 、 外 層 ３ ０ の 外 周  
３ ３ の 周 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に  
、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ を 周 方 向 の ４ つ の 領 域 （ 第 １ 領 域 Ｓ １ 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ 、 第 ３ 領 域 Ｓ  
３ 、 第 ４ 領 域 Ｓ ４ ） に 分 け て 説 明 す る 。 各 領 域 Ｓ １ ～ Ｓ ４ は 、 外 周 ３ ３ の 周 方 向 に 並 ん で  
お り 、 そ れ ぞ れ 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に 延 設 し て い る 。 領 域 Ｓ １ ～ Ｓ ４ は 、 外 周 ３ ３ の 周  
方 向 に お い て 、 第 １ 領 域 Ｓ １ 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３ 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ 、 第 ４ 領 域 Ｓ ４ の 順 に 並 ん で  
い る 。 第 １ 領 域 Ｓ １ と 第 ２ 領 域 Ｓ ２ は 、 互 い に 接 し て お ら ず 、 そ れ ぞ れ 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と  
第 ４ 領 域 Ｓ ４ に 接 し て い る 。 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領 域 Ｓ ４ は 、 互 い に 接 し て お ら ず 、 ぞ れ  
ぞ れ 、 第 １ 領 域 Ｓ １ と 第 ２ 領 域 Ｓ ２ に 接 し て い る 。 凹 部 ４ ０ の う ち 、 凹 部 ４ １ は 、 第 １ 領  
域 Ｓ １ に お い て 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 が 略 等 間 隔 か つ 互 い に 平 行 に 並 ん で 形  
成 さ れ て い る 。 各 凹 部 ４ １ は 、 第 １ 領 域 Ｓ １ か ら 第 ３ 領 域 Ｓ ３ お よ び 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に わ た  
っ て 形 成 さ れ 、 両 端 部 ４ １ ０ が 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に そ れ ぞ れ 位 置 し て い る 。 凹  
部 ４ ０ の う ち 、 凹 部 ４ ２ は 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ に お い て 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 が  
略 等 間 隔 か つ 互 い に 平 行 に 並 ん で 形 成 さ れ て い る 。 各 凹 部 ４ ２ は 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ か ら 第 ３  
領 域 Ｓ ３ お よ び 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に わ た っ て 形 成 さ れ 、 両 端 部 ４ ２ ０ が 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領  
域 Ｓ ４ に そ れ ぞ れ 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 凹 部 ４ １ と 凹 部 ４ ２ は 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に お い て 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 長  
手 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 形 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 隣  
接 す る 凹 部 ４ １ の 間 に 、 凹 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 領 域 Ｓ １ で は 、 凹 部 ４ １ の み が  
設 け ら れ て お り 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ で は 、 凹 部 ４ ２ の み が 設 け ら れ て い る 。 こ の こ と か ら 、 第  
３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領 域 Ｓ ４ を 構 成 す る コ ア シ ャ フ ト １ ０ は 、 第 １ 領 域 Ｓ １ お よ び 第 ２ 領 域  
Ｓ ２ を 構 成 す る コ ア シ ャ フ ト １ ０ と 比 較 し て 、 凹 部 ４ ０ が 占 め る 割 合 が 多 く 、 外 層 ３ ０ の  
体 積 が 小 さ い 。 第 ３ 領 域 Ｓ ３ や 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に 含 ま れ る 外 層 ３ ０ の 体 積 が 、 第 １ 領 域 Ｓ １  
や 第 ２ 領 域 Ｓ ２ に 含 ま れ る 外 層 ３ ０ の 体 積 よ り も 小 さ い た め 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 先 端 部  
は 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３ や 第 ４ 領 域 Ｓ ４ が 位 置 す る 方 向 に 曲 が り や す い 。 ま た 一 方 で 、 本 実 施 形  
態 に お い て は 、 第 １ 領 域 Ｓ １ と 第 ２ 領 域 Ｓ ２ に 含 ま れ る 外 層 ３ ０ の 体 積 が 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３  
や 第 ４ 領 域 Ｓ ４ に 含 ま れ る 外 層 ３ ０ の 体 積 よ り も 大 き い た め 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 長 軸 方  
向 の 引 張 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 領 域 Ｓ １ に お い て 、 隣 接 す る 凹 部 ４ １ の 間 の 距 離 （ 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 の 最 短 距 離  
） を 「 距 離 Ｌ １ 」 と 呼 び 、 第 ２ 領 域 Ｓ ２ に お い て 、 隣 接 す る 凹 部 ４ ２ の 間 の 距 離 を 「 距 離  
Ｌ ２ 」 と 呼 ぶ 。 凹 部 ４ １ は 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 等 間 隔 で 互 い に 平 行 と な る よ  
う に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 隣 接 す る 凹 部 ４ １ の 間 の 距 離 Ｌ １ は 、 略 同 一 で あ る 。 凹 部  
４ ２ は 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 等 間 隔 で 互 い に 平 行 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る  
。 つ ま り 、 隣 接 す る 凹 部 ４ ２ の 間 の 距 離 Ｌ ２ は 、 略 同 一 で あ る 。 ま た 、 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第  
４ 領 域 Ｓ ４ に お い て 、 、 隣 接 す る 凹 部 ４ １ と 凹 部 ４ ２ の 間 の 距 離 を 「 距 離 Ｌ ３ 」 と 呼 ぶ 。  
外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 隣 接 す る 凹 部 ４ １ と 凹 部 ４ ２ は 等 間 隔 に 形 成 さ れ て い る 。  
つ ま り 、 隣 接 す る そ れ ぞ れ の 凹 部 ４ １ と 凹 部 ４ ２ の 距 離 Ｌ ３ は 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 領 域 Ｓ １ を 正 面 か ら 見 た 方 向 で あ っ て 、 外 層 ３ ０ の コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 径 方 向 に 沿  
っ た 方 向 を 「 第 １ 方 向 Ｖ １ 」 と 呼 び 、 第 ３ 領 域 Ｓ １ を 正 面 か ら 見 た 方 向 で あ っ て 、 コ ア シ  
ャ フ ト １ ０ の 径 方 向 に 沿 い 、 か つ 、 第 １ 方 向 Ｖ １ に 直 交 す る 方 向 を 「 第 ２ 方 向 Ｖ ２ 」 と 呼  
ぶ 。 第 １ 方 向 Ｖ １ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 説 明 図 を 図 ６ に 例 示 し 、 第 ２ 方 向 Ｖ  
２ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 説 明 図 を 図 ７ に 例 示 す る 。 図 ６ お よ び 図 ７ に つ い て  
は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、  
凹 部 （ ４ １ 、 ４ ２ ） は 、 外 層 ３ ０ を 貫 通 す る ス リ ッ ト で あ る 。 凹 部 ４ １ の 、 外 層 ３ ０ の 外  
周 ３ ３ お よ び 内 周 ３ ４ の 間 に 延 び る 側 壁 を 「 側 壁 ４ １ １ 」 と 呼 び 、 凹 部 ４ ２ の 、 外 層 ３ ０  
の 外 周 ３ ３ お よ び 内 周 ３ ４ の 間 に 延 び る 側 壁 を 「 側 壁 ４ ２ １ 」 と 呼 ぶ 。 側 壁 （ ４ １ １ 、 ４  
２ １ ） は 、 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ に 対 し て 略 垂 直 に 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ４ １ の 、 外 層 ３ ０ の  
径 方 向 に お け る 距 離 を 「 深 さ Ｔ １ 」 と 呼 び 、 凹 部 ４ ２ の 、 外 層 ３ ０ の 径 方 向 に お け る 距 離  
を 「 深 さ Ｔ ２ 」 と 呼 ぶ 。 凹 部 ４ １ の 深 さ Ｔ １ お よ び 凹 部 ４ ２ の 深 さ Ｔ ２ は 、 外 層 ３ ０ の 肉  
厚 と 略 同 一 で あ る 。 ま た 、 凹 部 ４ １ の 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お け る 長 さ を 「 幅 Ｗ １ 」 と  
呼 び 、 凹 部 ４ ２ の 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お け る 長 さ を 「 幅 Ｗ ２ 」 と 呼 ぶ 。 凹 部 ４ １ の 幅  
Ｗ １ は 、 深 さ Ｔ １ よ り も 小 さ く 、 凹 部 ４ ２ の 幅 Ｗ ２ は 、 深 さ Ｔ ２ よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ４ に お い て は 、 凹 部 ４ １ の 、 外  
層 ３ ０ の 周 方 向 に お け る 長 さ を 、 「 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ １ 」 と 呼 ぶ 。 凹 部 ４ １ の 周 方 向 長 さ Ｃ  
Ｌ １ は 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の 周 方 向 長 さ の 半 分 よ り も 大 き い 。 言 い 換 え れ ば 、 凹 部 ４ １  
の 一 方 の 端 部 ４ １ ０ と 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 凹 部 ４ １ の 他 方 の 端 部 ４ １ ０ と 芯  
線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 が な す 角 α が １ ８ ０ ° ＜ α ＜ ３ ６ ０ ° と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ は 、 図 ３ の Ｂ － Ｂ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ５ に お い て は 、 凹 部 ４ ２ の 、 外  
層 ３ ０ の 周 方 向 に お け る 長 さ を 、 「 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ ２ 」 と 呼 ぶ 。 凹 部 ４ ２ の 周 方 向 長 さ Ｃ  
Ｌ ２ は 、 外 層 ３ ０ の 外 周 の 周 方 向 長 さ の 半 分 よ り も 大 き い 。 言 い 換 え れ ば 、 凹 部 ４ ２ の 一  
方 の 端 部 ４ ２ ０ と 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 凹 部 ４ ２ の 他 方 の 端 部 ４ ２ ０ と 芯 線 ２  
０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 が な す 角 β が １ ８ ０ ° ＜ β ＜ ３ ６ ０ ° と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 の よ う に 、 凹 部 ４ １ の 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ １ （ 図 ４ ） と 、 凹 部 ４ ２ の 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ ２  
（ 図 ５ ） は 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の 周 方 向 の 長 さ の 半 分 の 長 さ よ り も 大 き い 。 こ れ に よ り  
、 上 述 の よ う に 、 凹 部 ４ １ と 凹 部 ４ ２ の 両 方 が 設 け ら れ た 第 ３ 領 域 Ｓ ３ と 第 ４ 領 域 Ｓ ４ が  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 図 ２ の 第 １ 方 向 Ｖ １ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 説 明 図 で あ る 。 第 １ 方  
向 Ｖ １ か ら コ ア シ ャ フ ト １ ０ を 観 察 す る と 、 芯 線 ２ ０ （ 図 １ ） と 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２  
） と 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ と が 観 察 さ れ る が 、 図 ６ に お い て は 芯 線 ２ ０ の 記 載 は 省 略 さ れ  
て い る 。 第 １ 方 向 Ｖ １ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ に お け る 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２  
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） の 見 か け の 面 積 を 「 面 積 Ａ ｓ １ 」 と 呼 び 、 第 １ 方 向 Ｖ １ に お け る 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の  
投 影 面 積 を 、 「 面 積 Ａ ｃ １ 」 と 呼 ぶ 。 図 ６ 中 に は 、 凹 部 ４ １ の 面 積 Ａ ｓ １ の 一 部 と 、 外 層  
３ ０ の 面 積 Ａ ｃ １ の 一 部 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ 方 向 Ｖ １ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ  
フ ト １ ０ の 外 周 の 見 か け の 面 積 を 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２ ） の 面 積 Ａ ｓ １ の 合 計 「 Ａ ｓ １  
ｔ 」 と 、 外 層 ３ ０ の 投 影 面 積 Ａ ｃ １ の 合 計 「 Ａ ｃ １ ｔ 」 と 、 の 合 計 （ Ａ ｓ １ ｔ ＋ Ａ ｃ １ ｔ  
） と す る 。 こ の 場 合 、 第 １ 方 向 Ｖ １ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 外 周 に 対 す る 凹 部  
４ １ の 割 合 Ｒ １ は 、
　 Ｒ １ ＝ Ａ ｓ １ ｔ ／ （ Ａ ｓ １ ｔ ＋ Ａ ｃ １ ｔ ）
に よ り 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ２ の 第 ２ 方 向 Ｖ ２ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 説 明 図 で あ る 。 第 ２ 方  
向 Ｖ ２ か ら コ ア シ ャ フ ト １ ０ を 観 察 す る と 、 芯 線 ２ ０ （ 図 １ ） と 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２  
） 、 と 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ と が 観 察 さ れ る が 、 図 ７ に お い て は 芯 線 ２ ０ の 記 載 は 省 略 さ れ  
て い る 。 第 ２ 方 向 Ｖ ２ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ に お け る 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２  
） の 見 か け の 面 積 を 「 面 積 Ａ ｓ ２ 」 と 呼 び 、 外 層 ３ ０ の 外 周 ３ ３ の 投 影 面 積 を 、 「 面 積 Ａ  
ｃ ２ 」 と 呼 ぶ 。 図 ７ 中 に は 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２ ） の 面 積 Ａ ｓ ２ の 一 部 と 、 外 層 ３ ０ の  
面 積 Ａ ｃ ２ の 一 部 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 ２ 方 向 Ｖ ２ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １  
０ の 外 周 の 見 か け の 面 積 を 、 凹 部 ４ ０ （ ４ １ 、 ４ ２ ） の 面 積 Ａ ｓ ２ の 合 計 「 Ａ ｓ ２ ｔ 」 と  
、 外 層 ３ ０ の 投 影 面 積 Ａ ｃ ２ の 合 計 「 Ａ ｃ ２ ｔ 」 と 、 の 合 計 （ Ａ ｓ ２ ｔ ＋ Ａ ｃ ２ ｔ ） と す  
る 。 こ の 場 合 、 第 ２ 方 向 Ｖ ２ か ら 観 察 さ れ た コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 外 周 に 対 す る 凹 部 ４ ０ （  
４ １ 、 ４ ２ ） の 割 合 Ｒ ２ は 、
　 Ｒ ２ ＝ （ Ａ ｓ ２ ｔ ） ／ （ Ａ ｓ ２ ｔ ＋ Ａ ｃ ２ ｔ ）
に よ り 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 割 合 Ｒ １ と 割 合 Ｒ ２ は 異 な る 。 つ ま り 、 Ｒ １ ≠ Ｒ ２ で あ る 。 具 体 的 に は 、 割 合 Ｒ ２ は 、  
割 合 Ｒ １ よ り も 大 き い 。 こ れ に よ り 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 先 端 部 は 、 第 ２ 方 向 Ｖ ２ に 沿 う  
方 向 に 曲 が り や す い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ に よ れ ば 、 芯 線 ２ ０ の 外 周 を 外 層 ３ ０ に よ り  
覆 う こ と で 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 曲 げ 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 外 層 ３ ０  
に 凹 部 ４ ０ を 設 け る こ と で 、 曲 げ 強 度 を 維 持 し つ つ 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 柔 軟 性 の 向 上 を  
図 る こ と が で き る 。 こ れ ら に よ り 、 先 端 部 の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ １ を  
提 供 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 柔 軟 性 が 良 好 で あ る こ と で 、 湾 曲 す る 血 管 内  
を 容 易 に 進 む こ と が で き 、 さ ら に 、 曲 げ 強 度 が 良 好 な こ と で 、 湾 曲 す る 血 管 に 挿 入 さ れ た  
場 合 に お い て も 、 曲 げ 破 壊 に よ っ て ガ イ ド ワ イ ヤ １ が 破 損 す る 可 能 性 を 低 減 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 凹 部 ４ ０ は 、 外 層 ３ ０ を 貫 通 し て い る 。 こ れ に よ り 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 柔 軟 性 を よ り  
向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 凹 部 ４ ０ は 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ に 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ の 先 端  
側 の 柔 軟 性 を よ り 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 ８ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｂ の 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ Ｂ の 横 断 面 を 例 示 し た  
説 明 図 で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｂ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 比 較 し て 、 凹 部 ４  
１ Ｂ の 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ １ ｂ が 異 な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｂ の 構 成 の う ち 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ と  
共 通 す る 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 凹 部 ４ １ Ｂ の 周 方 向 長 さ Ｃ Ｌ １ ｂ は 、 外 層 ３ ０ Ｂ の 外 周 ３ ３ の  
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周 方 向 長 さ の 半 分 と 略 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 凹 部 ４ １ Ｂ の 一 方 の 端 部 ４ １ ０ と 芯 線 ２ ０  
の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 凹 部 ４ １ Ｂ の 他 方 の 端 部 ４ １ ０ と 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と  
、 が な す 角 α ２ が 、 α ２ ≒ １ ８ ０ ° と な っ て い る 。 ま た 、 図 示 さ れ て い な い が 、 凹 部 ４ ２  
Ｂ の 周 方 向 長 さ も 、 外 層 ３ ０ Ｂ の 外 周 ３ ３ の 周 方 向 長 さ の 半 分 と 略 同 一 で あ る 。 す な わ ち  
、 凹 部 ４ ２ Ｂ の 一 方 の 端 部 ４ ２ ０ と 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 凹 部 ４ ２ Ｂ の 他 方 の  
端 部 ４ ２ ０ と 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ と を 結 ぶ 線 と 、 が な す 角 β が 、 β ≒ １ ８ ０ ° と な っ て い る  
。 こ れ に よ り 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 凹 部 ４ １ Ｂ と 凹 部 ４ ２ Ｂ の 両 方 が 設 け ら れ  
た 領 域 （ 第 ３ 領 域 Ｓ ３ お よ び 第 ４ 領 域 Ｓ ４ ） は 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 長 手 方 向 に 沿 う 直 線  
状 と な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｂ に お い て も 、 先 端 部 の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ  
ヤ １ Ｂ を 提 供 す る こ と が で き る 。 な お 、 角 α ２ と 角 β は 、 ０ ° ＜ α ＜ １ ８ ０ ° か つ ０ ° ＜  
β ＜ １ ８ ０ ° で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 外 層 ３ ０ の 長 手 方 向 に お い て 、 凹 部 ４ １ Ｂ と 凹  
部 ４ ２ Ｂ の 両 方 が 設 け ら れ た 領 域 （ 第 ３ 領 域 Ｓ ３ お よ び 第 ４ 領 域 Ｓ ４ ） は 存 在 せ ず 、 代 わ  
り に 、 凹 部 ４ １ Ｂ と 凹 部 ４ ２ Ｂ の 両 方 と も 存 在 し な い 領 域 （ 第 ５ 領 域 お よ び 第 ６ 領 域 ） が  
存 在 す る 。 こ の 場 合 で あ っ て も 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 先 端 部 を 、 第 １ 方 向 Ｖ １ で 曲 げ た と  
き と 第 ２ 方 向 Ｖ ２ で 曲 げ た と き と で 、 コ ア シ ャ フ ト １ ０ の 曲 が り や す さ が 異 な る 構 成 と す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 図 ９ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｃ の 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ Ｃ の 横 断 面 を 例 示 し た  
説 明 図 で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｃ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 比 較 し て 、 凹 部 （  
４ ３ 、 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ ） が 、 外 層 ３ ０ Ｃ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 に 設 け ら れ て い る 点  
で 異 な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｃ の 構 成 の う ち 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 説  
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 外 層 ３ ０ Ｃ に は 、 四 つ の 凹 部 （ ４ ３ 、 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ ） が 設 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ  
の 凹 部 （ ４ ３ 、 ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ ） は 、 外 層 ３ ０ Ｃ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 に 設 け ら れ  
て い る 。 外 層 ３ ０ Ｃ の 横 断 面 に お い て 、 凹 部 ４ ３ と 凹 部 ４ ５ は 、 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ に 対 し  
て １ ８ ０ 度 対 向 し た 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 凹 部 ４ ４ と 凹 部 ４ ６ は 、 芯 線 ２ ０ の 軸 Ｃ １ に  
対 し て １ ８ ０ 度 対 向 し た 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｃ に お い て も 、 先 端 部 の  
柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｃ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ０ は 、 第 ４ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ の 先 端 部 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る  
。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 比 較 し て 、 凹 部 ４ ０ Ｄ が 、 外 層  
３ ０ Ｄ の テ ー パ 部 ３ ２ Ｄ に 設 け ら れ て い る 点 で 異 な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ の 構 成 の う ち 、  
ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 凹 部 ４ ０ Ｄ は 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ お よ び テ ー パ 部 ３ ２ Ｄ に 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ っ  
て 、 テ ー パ 部 ３ ２ Ｄ を 含 め た ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ の 先 端 部 の 柔 軟 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き  
る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ に お い て も 、 先 端 部 の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｄ  
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ 第 ５ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ １ は 、 第 ５ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｅ の 先 端 部 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る  
。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｅ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 比 較 し て 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ  
の 先 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 （ ４ １ Ｅ 、 ４ ２ Ｅ ） の 数 が 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 に 設  
け ら れ た 凹 部 （ ４ １ Ｅ 、 ４ ２ Ｅ ） の 数 よ り も 多 い と い う 点 で 異 な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｅ の  
構 成 の う ち 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 凹 部 （ ４ １ Ｅ 、 ４ ２ Ｅ ） は 、 外 層 ３ ０ Ｅ の ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ に 設 け ら れ て お り 、 ス ト  
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レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 、 凹 部 （ ４ １ Ｅ 、 ４ ２ Ｅ ） の 数 が 多 く な る  
よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 ４ １ Ｅ の 距 離 Ｌ １  
ｅ の 方 が 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 ４ １ Ｅ の 距 離 Ｌ １ ｅ よ り も 小 さ  
い 。 ま た 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 ４ ２ Ｅ の 距 離 Ｌ ２ ｅ の 方 が 、 ス  
ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 ４ ２ Ｅ の 距 離 Ｌ ２ ｅ よ り も 小 さ い 。 ま た 、 ス  
ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 に お い て 隣 接 す る 凹 部 ４ １ Ｅ と 凹 部 ４ ２ Ｅ の 距 離 Ｌ ３ ｅ の 方 が  
、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 に お い て 隣 接 す る 凹 部 ４ １ Ｅ と 凹 部 ４ ２ Ｅ の 距 離 Ｌ ３ ｅ よ  
り も 小 さ い 。 凹 部 （ ４ １ Ｅ 、 ４ ２ Ｅ ） が ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 ほ ど 多 く 設 け ら れ て  
い る こ と に よ り 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 の 体 積 は 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 の  
体 積 よ り も 小 さ い 。 こ れ に よ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｅ は 、 よ り 先 端 側 が 柔 軟 な 構 成 と な っ て  
い る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｅ に お い て も 、 先 端 部 の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ １  
Ｅ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ る よ う に 、 距 離 Ｌ １ ｅ 、 距 離 Ｌ ２ ｅ 、 距 離 Ｌ ３ ｅ は 、 外 層 ３  
０ の 長 手 方 向 に お い て 一 定 で な く て も よ い 。 例 え ば 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 後 端 側 に 設 け  
ら れ た 凹 部 ４ １ Ｅ の 距 離 Ｌ １ ｅ の 方 が 、 ス ト レ ー ト 部 ３ １ Ｅ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 凹 部 ４  
１ Ｅ の 距 離 Ｌ １ ｅ よ り 小 さ く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
＜ 第 ６ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ２ は 、 第 ６ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｆ の 芯 線 ２ ０ と 外 層 ３ ０ Ｆ を 例 示 し た 説 明 図  
で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｆ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 比 較 し て 、 凹 部 （ ４ １ Ｆ  
、 ４ ２ Ｆ ） が 、 外 層 ３ ０ Ｆ を 貫 通 し て な い 点 で 異 な る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｆ の 構 成 の う ち 、  
ガ イ ド ワ イ ヤ １ と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 凹 部 ４ １ Ｆ お よ び 凹 部 ４ ２ Ｆ は 、 外 層 ３ ０ Ｆ を 貫 通 し て い な い 。 つ ま り 、 凹 部 ４ １ の 深  
さ Ｔ １ ｆ お よ び 凹 部 ４ ２ の 深 さ Ｔ ２ ｆ は 、 外 層 ３ ０ Ｆ の 肉 厚 よ り も 小 さ い 。 ガ イ ド ワ イ ヤ  
１ Ｆ に お い て も 、 先 端 部 の 柔 軟 性 と 曲 げ 強 度 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ １ Ｆ を 提 供 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て  
種 々 の 態 様 に お い て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 次 の よ う な 変 形 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
＜ 変 形 例 １ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 か ら 第 ６ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ （ １ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 、 １ Ｄ 、 １ Ｅ 、 １ Ｆ ）  
に お い て 、 芯 線 ２ ０ の 外 径 は 、 芯 線 ２ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略 一 定 で あ る 。 し か し 、 芯 線  
２ ０ の 外 径 は 、 芯 線 ２ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略 一 定 で な く て も よ く 、 例 え ば 、 芯 線 ２ ０ の  
外 径 は 、 芯 線 ２ ０ の 先 端 側 か ら 後 端 側 に 向 か っ て 大 き く な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
＜ 変 形 例 ２ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 か ら 第 ６ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ （ １ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 、 １ Ｄ 、 １ Ｅ 、 １ Ｆ ）  
に お い て 、 芯 線 ２ ０ の 外 周 は 、 外 層 （ ３ ０ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ 、 ３ ０ Ｅ 、 ３ ０ Ｆ ）  
に よ り 覆 わ れ て い る が 、 芯 線 ２ ０ の 一 部 が 外 層 （ ３ ０ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ 、 ３ ０ Ｅ  
、 ３ ０ Ｆ ） に よ り 覆 わ れ て い な く て も よ い 。 例 え ば 、 芯 線 ２ ０ の 後 端 部 の 外 周 が 外 層 （ ３  
０ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ 、 ３ ０ Ｅ 、 ３ ０ Ｆ ） に 覆 わ れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
＜ 変 形 例 ３ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 か ら 第 ６ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ （ １ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 、 １ Ｄ 、 １ Ｅ 、 １ Ｆ ）  
は 、 外 層 （ ３ ０ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ 、 ３ ０ Ｅ 、 ３ ０ Ｆ ） の 外 周 を 覆 う 樹 脂 製 の 薄 膜  
を 有 し て い て も よ い 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 １ … ガ イ ド ワ イ ヤ
　 　 １ ０ … コ ア シ ャ フ ト
　 　 ２ ０ … 芯 線
　 　 ３ ０ … 外 層
　 　 ３ １ … ス ト レ ー ト 部
　 　 ３ ２ … テ ー パ 部
　 　 ４ ０ … 凹 部
　 　 ４ １ … 凹 部
　 　 ４ ２ … 凹 部
　 　 ４ １ ０ … 凹 部 の 端 部
　 　 ４ １ １ … 凹 部 の 側 壁
　 　 ４ ２ ０ … 凹 部 の 端 部
　 　 ４ ２ １ … 凹 部 の 側 壁
　 　 ５ ０ … コ イ ル
　 　 ６ ０ … 固 定 部
　 　 ６ １ … 固 定 部
　 　 Ｃ １ … 芯 線 の 軸
　 　 Ｃ Ｌ １ … 凹 部 の 周 方 向 の 長 さ
　 　 Ｃ Ｌ ２ … 凹 部 の 周 方 向 の 長 さ
　 　 Ｌ １ … 隣 接 す る 凹 部 の 距 離
　 　 Ｌ ２ … 隣 接 す る 凹 部 の 距 離
　 　 Ｌ ３ … 隣 接 す る 凹 部 の 距 離
　 　 Ｖ １ … コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 う 方 向
　 　 Ｖ ２ … コ ア シ ャ フ ト の 径 方 向 に 沿 う 方 向
　 　 Ｓ １ … 第 １ 領 域
　 　 Ｓ ２ … 第 ２ 領 域
　 　 Ｓ ３ … 第 ３ 領 域
　 　 Ｓ ４ … 第 ４ 領 域
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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